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目的

本市の外国人住民が増加している現状を受け、国際交流や外国人

住民への支援を実施している団体の活動の実態や課題等を聴き取り、

「武蔵野市第５期健康推進計画・食育推進計画・自殺総合対策計

画」策定にあたり、参考とするため実施した。
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ヒアリング概要

【 実施概要 】

ヒアリング先 公益財団法人 武蔵野市国際交流協会（MIA）

日時 令和５年７月５日（水）

場所 武蔵野スイングホール 武蔵野市国際交流協会（MIA）

【 武蔵野市国際交流協会（MIA）とは 】

国際交流や在住外国人への支援を推進することにより、国際相互理解

と地域の多文化共生を図ることを目的として、生活支援、コミュニケーション

支援、多文化共生の地域づくりの３つの柱で事業を行っている。
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ヒアリング結果

【質問１】 事業内容を教えてください。

〇 日本語教室

週３回、MIAボランティアによる日本語教室を開催している。保育付きの日もある。

〇 外国人小中学生のための学習支援

本人または親が外国人で、日本の公立の小中学校に通っている子どものための

勉強会を週１回行っている。MIAのボランティアがマンツーマンで勉強を手伝う。

〇 法律と心理の無料相談

月１回予約制で、結婚、離婚、在留資格、仕事上のトラブルなど法律の問題、

ストレスや不眠などの精神的な悩みを、弁護士、心理カウンセラーなど専門家に相

談できる。MIAの通訳ボランティアが通訳を行う。
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〇 子育てサポート

『子育て情報誌すくすく』を、様々な言語に翻訳、編集してホームページに公開し

ている。また、市の子育て相談窓口についてホームページで紹介している。

〇 通訳派遣・翻訳

MIAに登録して研修を受けた語学ボランティアが市役所窓口や保育所、学校な

どの市内施設での通訳を実施している。事前申し込みが必要。

〇 医療機関受診のためのサポート

様々な言語で病状を表記してある「多言語病状シート」を作成し、外国人が

病気やけがをして医療機関に行ったとき、医療機関のスタッフに自分の症状を説

明する際のコミュニケーションをサポートするためのツールを提供している。

※ 多言語病状シートの対応言語：英語、スペイン語、ロシア語、アラビア語、イン

ドネシア語、ポルトガル語、韓国語、ルーマニア語、中国語、タイ語、タガログ語、

ネパール語、ベトナム語、フランス語、ウルドゥー語
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〇 在住外国人向けニュースレター（MIA Calender）

MIAのイベント、日本語コース、相談会、武蔵野市内イベントなどの情報を、日

本語、英語、中国語、スペイン語で作成し、市内公共施設での配架のほかMIA外

国人会員に郵送している。

〇 多言語相談・情報提供窓口の設置

どこに聞けばよいかわからないことについて情報提供している。必要に応じて専門家

相談の予約のほか、地域で日本語を学びたい、外国語の通じる病院はどこにあるか、

学校のお便りを読んでほしい、など生活するうえでの相談を受け付けている。

※多言語相談・情報提供窓口の対応言語：英語、中国語、スペイン語、ロシア語、

ノルウェー語、ドイツ語、タミル語、ヒンディ語、タイ語
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多言語病状シート（MIAホームページより）
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子ども・子育てに関する窓口を外国語で紹介（MIAホームページより）
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【質問２】

外国人住民への支援を行う中で、心身の健康・食生活・妊娠・
学齢期前までの子育て等について悩みの相談を受けることはあり
ますか。また、その悩みはどのような内容ですか。

〇 市から届く書類や、市へ申請する書類の内容が分からない。アプリなどで日本語

に翻訳しても、そもそも日本の制度が分からないので、意味が理解できず困る。

〇 日本語が話せないと、医療機関を受診しづらい。

〇 外国語の話せる医師がいる医療機関を受診したとしても、受付の方が外国語

を話せないことが多く、病状の説明や支払いなど受診にかかる手続きが難しい。
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【質問３】

健康上の悩みを持つ方へどのような支援を行っていますか。

〇 相談があれば、市への申請手続きなどを手伝っている。例えば、コロナ禍におい

ては、ワクチン接種予約、貸付金申請などを手伝った。

〇 外国語に対応している医療機関を検索できる 武蔵野市医師会ホームページ、

東京都福祉保健局のホームページ「東京都 医療機関・薬局案内サービス ひ

まわり」 などを紹介している。

〇 多言語病状シート、通訳派遣事業を利用してもらっている。
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【質問４】

外国人住民に対して市からどのような支援があると良いと思いま
すか。

〇 健診・検診の予診票、受診勧奨はがきなどは、日本語を読めない方に

とっては意味が分からず受診にも翻訳の相談にも繋がらないのでは。

例えば、市の健診・検診の予診票を入れた封筒に、何の書類なのか誰

にでも分かるようにイラストを入れると良い。

〇 MIAで作成し会員に配布しているニュースレターに、市の健診・検診受

診勧奨を入れるのも良い方法だと思う。

≪補足≫ 国民健康保険に加入する必要がある外国人

在留期間が３か月以下の人等を除いて、住民基本台帳に記載があり、会社の健

康保険に入っていない人は国民健康保険に入らなければならない。
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【質問５】

MIAで独自に多言語対応可能な市内の医療機関の情報を

お持ちでしょうか。お持ちの場合、対応可能な言語も含めて教え

ていただけますでしょうか。

MIAで独自にリスト等の作成はしていない。多言語対応可能な市内の医

療機関について問い合わせがあった場合は、外国語に対応している医療機

関を検索できる武蔵野市医師会ホームページ、東京都福祉保健局のホームペ

ージ「東京都 医療機関・薬局案内サービス ひまわり」を紹介している。

また、日本語教室の参加者等と話をしている中で得た口コミ情報を活用す

ることもある。

外国人同士では、 SNS等を利用し、医療機関の情報共有もしているので

はと思われる。


